
近
世
に

お

け
る
江
戸
湾
交
通
に
つ
い
て

特
に
陸
上
交
通
と
の
関
連
に
お
い
て

山
　
本

光
　
正

　
　
は
じ
め
に

一　

木
更
津
船
の
成
立
と
展
開

二
　
大
山
参
詣
と
渡
海
船

三
　
江
戸
湾
交
通
と
関
所

　
お
わ
り
に

はじめに

は

じ
め
に

　
江

戸
湾
は
諸
国
の
廻
船
が
輻
湊
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
今
更
こ
こ

に

述
べ
る
ま
で
も
な
い
が
、
江
戸
を
取
り
ま
く
沿
岸
地
域
の
村
々
か
ら
も
、
江

戸
に
向
け
多
く
の
日
常
消
費
物
資
が
船
舶
に
よ
り
運
送
さ
れ
た
。

　
本
稿
の
対
象
と
す
る
沿
岸
地
域
と
は
房
総
半
島
の
内
湾
沿
、
及
び
三
浦
半
島

の

内
湾
沿
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
地
域
か
ら
出
港
す
る
船
舶
は
物
資
の

輸
送
の
み
な
ら
ず
、
旅
客
の
輸
送
に
も
あ
た
っ
て
い
た
。

　
旅

客
は
大
山
参
詣
者
を
中
心
に
、
日
常
的
な
用
務
を
帯
び
た
人
々
で
、
渡
海

船
の
利
用
は
江
戸
及
び
対
岸
と
の
行
程
を
短
縮
し
、
旅
を
容
易
な
も
の
と
し
た

の
で

あ
る
。
渡
海
船
に
よ
る
旅
客
の
輸
送
は
一
部
の
公
認
さ
れ
た
船
を
除
い

て
、
慣
行
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ

の
た

め
、
渡
海
船
に
よ
る
旅
客
の
輸
送
は
幕
府
交
通
政
策
に
抵
触
す
る
と

こ
ろ
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
幕
府
の
と
っ
た
陸
上
交
通
政
策
は
原
則

と
し
て
旅
行
者
は
陸
路
を
通
行
す
る
こ
と
と
し
て
い
た
た
め
、
旅
行
者
の
監
視

は

関
所
で
行
い
、
宿
駅
の
運
営
財
源
は
旅
客
か
ら
得
る
組
織
に
な
っ
て
い
た
。

　
そ
こ
で
本
稿
で
は
渡
海
船
に
よ
る
旅
客
輸
送
の
実
態
と
、
渡
海
船
に
ょ
る
旅

客
の
輸
送
が
い
か
に
幕
府
の
交
通
政
策
と
矛
盾
し
た
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
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一　
木
更
津
船
の
成
立
と
展
開

O
　
木
更
津
船
の

成
立

　
木

更
津
船
は
木
更
津
及
び
江
戸
の
江
戸
橋
に
隣
接
す
る
木
更
津
河
岸
を
往
復

す
る
船
で
、
房
総
と
江
戸
の
物
資
や
旅
客
輸
送
を
特
権
と
し
て
公
許
さ
れ
た
船

で
あ
る
。

　
木

更
津
船
は
江
戸
と
そ
の
近
国
の
流
通
や
交
通
を
考
え
る
上
で
重
要
な
位
置

を
占
め
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
関
す
る
史
料
が
あ
ま
り
確
認
さ
れ
て
い
な

い
た

め
、
そ
の
実
態
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
発
表
さ
れ
て
い
な
い
。

　
　
　
　
（
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

『
君
津
郡
誌
上
』
や
『
木
更
津
市
史
』
に
木
更
津
船
に
つ
い
て
の
記
述
は
あ
る

が
、
前
者
は
木
更
津
船
の
由
緒
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
そ
れ
を
転

用
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

　
本
稿
に
お
い
て
は
比
較
的
ま
と
ま
っ
た
史
料
が
収
録
さ
れ
て
い
る
『
千
葉
県

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

史
料
近
世
篇
上
総
国
下
』
、
及
び
旧
幕
引
継
書
の
う
ち
『
木
更
津
河
岸
旧
記
』

を
も
と
に
、
そ
の
成
立
と
そ
の
後
の
展
開
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

　
な
お
『
木
更
津
河
岸
旧
記
』
は
未
刊
の
た
め
、
極
力
原
文
を
引
用
し
た
が
、

全
文
を
こ
こ
に
紹
介
す
る
こ
と
は
困
難
な
た
め
、
左
に
目
次
の
み
全
文
を
掲
げ

て

お
き
た
い
。

　
一
兀
禄
上
ハ
西
…
年
十
日
パ

①
一
江
戸
橋
木
更
津
河
岸
起
立
由
緒
之
事
、

　
同
年
九
月

②
一
木
更
津
船
附
場
之
義
二
付
、
木
更
津
村
名
主
共
6
本
船
町
名
主
相
手
取
、

　
　
町
　
御
奉
行
所
北
條
安
房
守
様
江
御
訴
訟
申
上
、
御
吟
味
之
上
御
評
定
所

　
　
二
而
地
所
拝
領
被
　
仰
付
候
願
書
井
訳
書
、

　
同
八
亥
年
四
月

③
一
木
更
津
河
岸
絵
図
面
、

　
寛
保
二
戌
年

④
一
同
所
支
配
附
木
更
津
村
名
主
冶
一
札
取
置
候
書
留
、

　
天
明
三
卯
年

⑤
一
河
岸
附
町
〉
之
内
沽
券
地
与
事
替
候
分
御
尋
有
之
、
奈
良
屋
市
右
衛
殿
江

　
　
書
上
候
書
留
、

　
同
年

⑥
一
木
更
津
河
岸
堰
板
等
新
規
修
復
共
永
ξ
拝
領
船
着
場
二
付
、
何
れ
之
御
役

　
　

所
江
も
御
願
等
者
不
致
候
二
付
、
右
一
札
取
置
候
書
付
之
事
、

　
天
明
四
辰
年

⑦
一
町
ξ
河
岸
地
面
町
方
御
掛
二
而
、
平
生
定
杭
建
置
揚
場
二
致
候
所
、
樽
屋

　
　
与
左
衛
門
殿
懸
二
而
御
尋
有
之
、
右
書
留
、

　
寛
保
三
亥
年

⑧
一
木
更
津
河
岸
堰
板
朽
損
候
二
付
、
御
普
請
方
御
役
所
江
差
上
候
願
書
井
絵

　
　
図
面
、

　
　
　

但
、
右
河
岸
者
永
々
拝
領
地
二
付
、
御
願
不
申
上
候
而
も
宜
趣
書
留
、

　
寛
政
六
寅
年

⑨
一
木
更
津
船
南
北
雇
水
主
河
岸
二
而
及
口
論
候
処
、
取
扱
内
済
為
致
候
二
付

　
　

取
置
候
一
札
書
留
、

　
同
十
一
未
年

⑩
一
木
更
津
南
北
五
給
船
持
名
前
船
数
之
事
、

　
同
年

⑪
一
場
未
小
揚
所
・
小
門
前
町
屋
等
之
内
、
唯
壱
人
之
住
居
有
之
、
右
一
住
居

　
　

之
者
召
仕
者
有
之
候
得
共
、
名
主
・
五
人
組
者
勿
論
、
地
借
・
店
借
も
無
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之
二
付
、
訴
事
も
壱
人
二
而
申
出
候
場
所
有
之
哉
、
但
訴
事
ハ
無
之
共
、

　
　
一
住
居
之
場
所
有
之
者
右
例
御
尋
有
之
二
付
、
書
上
候
書
留
、

　
享
和
二
戌
年

⑫
一
木
更
津
治
郎
右
衛
門
・
庄
七
両
艘
定
御
廻
り
方
6
御
調
有
之
処
、
河
岸
守

　
　
甚
平
不
行
届
之
義
有
之
、
右
一
件
書
留
、

　
　
　
附
、
河
岸
取
締
申
付
候
定
書
之
事
、

　
同
三
亥
年

⑬
一
同
所
船
附
之
儀
、
根
岸
肥
前
守
様
御
組
臨
時
御
廻
り
方
β
御
尋
二
付
差
上

　
　

候
書
留
之
事
、

　
文
化
二
丑
年

⑭
一
河
岸
物
揚
場
二
番
人
小
屋
有
之
場
所
御
調
二
付
、
絵
図
面
相
添
北
御
廻
り

　
　
方
江
差
出
候
書
留
、

　
寛
保
二
戌
年
七
月

⑮
一
木
更
津
船
乗
組
之
も
の
右
河
岸
川
中
江
落
入
相
果
候
者
有
之
二
付
、
其
段

　
　
同
村
名
主
井
船
頭
江
戸
宿
与
兵
衛
申
合
、
御
地
頭
江
御
届
申
上
候
処
、
町

　
　
　
御
奉
行
嶋
長
門
守
様
江
御
引
渡
二
相
成
、
御
糺
相
済
右
一
件
落
着
後
、

　
　
木
更
津
河
岸
江
戸
町
方
支
配
名
主
無
之
義
御
調
有
之
、
已
後
右
様
之
異
変

　
　
之
節
差

支
二
可
相
成
間
、
新
助
江
支
配
付
二
可
相
成
趣
、
同
御
奉
行
所
λ

　
　
被
仰
渡
候
二
付
、
同
村
一
同
懸
合
之
上
支
配
付
御
訴
訟
申
上
候
処
、
願
之

　
　
通
被
仰
付
候
一
件
書
留
、

　
文
化
三
寅
年
四
月

⑯
一
木
更
津
河
岸
支
配
附
二
相
成
候
節
訳
合
二
而
も
有
之
哉
之
旨
、
南
御
奉

　
　
行
根
岸
肥
前
守
様
冶
御
尋
二
付
訳
書
上
留
、

　
右
の
項
目
の
上
に
あ
る
○
囲
い
の
数
字
は
筆
者
が
引
用
の
都
合
上
加
筆
し
た

も
の
で
あ
る
。

　
木
更
津
船
の
成
立
に
つ
い
て
は
①
・
②
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
の
で
両
者
を
照

合

し
っ
つ
そ
の
成
立
に
つ
い
て
記
し
て
み
よ
う
。

　
徳
川
氏
は
大
坂
の
陣
に
際
し
、
木
更
津
村
に
対
し
て
水
主
二
四
名
の
提
出
を

命

じ
て
い
る
。
そ
の
経
緯
は
定
か
で
は
な
い
が
、
徴
発
に
応
じ
た
水
主
二
四
名

は
向
井
将
監
・
小
浜
民
部
の
船
に
分
乗
し
、
大
坂
に
赴
い
て
い
る
。

　
一
大
坂
御
陣
之
節
水
主
弐
拾
四
人
出
申
候
様
二
と
被
為
　
仰
付
候
二
付
、
則

　
　
差
上
申
候
へ
者
、
向
井
将
監
様
・
小
浜
民
部
様
御
船
二
乗
罷
登
り
申
候
処

　
　
⇒
、
右
之
内
拾
弐
人
ハ
大
坂
二
而
相
果
、
残
而
拾
弐
人
ハ
御
召
之
御
白
船
を

　
　
乗

り
下
り
、
谷
之
御
蔵
二
而
三
十
日
余
、
昼
夜
共
番
仕
、
無
悪
御
船
蔵
江

　
　
納
上
申
候
付
、
御
暇
被
下
国
元
江
罷
帰
候
、
②

　
以
上
の

よ
う
に
水
主
等
は
軍
務
を
果
し
た
も
の
の
、
一
二
名
の
死
者
を
出
す

結
果

と
な
り
、
帰
国
し
た
一
行
は
戦
死
者
の
遺
族
の
生
計
を
確
保
す
べ
く
、
木

更
津
村
代
官
南
條
帯
刀
に
戦
死
者
の
妻
子
が
こ
の
ま
ま
で
は
渇
命
に
及
ぷ
べ
き

旨
を
訴
え
て
い
る
。

　
南
條
氏
は
こ

の

旨
を
大
久
保
石
見
守
長
安
に
願
い
出
た
ら
し
く
、
大
久
保
氏

の
計

ら
い
に
よ
り
木
更
津
近
辺
二
万
石
余
の
城
米
を
船
賃
三
分
に
て
運
送
す
る

許
可
が
戦
死
者
・
生
存
者
合
せ
て
二
四
名
に
お
り
て
い
る
。

　
木
更
津
船
の
江
戸
に
お
け
る
河
岸
場
は
舟
町
の
河
岸
と
し
、
間
口
三
間
の
荷

揚
場
も
定
め
ら
れ
、
さ
ら
に
江
戸
ー
木
更
津
間
の
人
員
輸
送
を
も
認
め
ら
れ
て

い
る
。
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以
上
の

権
利
は
永
代
の
も
の
と
さ
れ
、
そ
れ
を
保
証
す
る
御
証
文
も
発
行
さ

れ
た

が

辰
年

（年
号
不
明
）
に
火
災
の
た
め
こ
れ
を
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
。

　
木
更
津
の
者
達
は
御
証
文
の
再
発
行
を
大
久
保
氏
に
願
い
出
た
が
、
「
則
御

公
儀
御
帳

面
二
御
結
置
被
遊
候
ゆ
へ
」
再
発
行
は
認
め
ら
れ
ず
、
向
井
氏
・
小

浜
氏
に

こ
の
経
過
を
述
べ
、
こ
れ
を
帳
面
に
記
し
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
従
来

の

特
権
を
維
持
し
た
の
で
あ
る
。

⇔
　
河
岸
の
移
動
と
河
岸
場

　
木
更
津
船
は
江
戸
の
舟
町
の
河
岸
場
を
使
用
す
る
権
利
を
得
た
が
、
舟
町
に

と
っ
て
は
恐
ら
く
余
り
歓
迎
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
す
な

わ

ち
舟
町
は
木
更
津
船
の
着
岸
を
阻
止
す
る
行
動
に
で
て
い
る
①
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
万
治
三
年
舟
町
の
者
達
は
木
更
津
船
着
岸
を
拒
否
し
て
い
る
。
木
更
津
側
は

町
奉
行

所
へ
訴
え
出
た
が
、
こ
の
時
は
木
更
津
側
の
主
張
が
全
面
的
に
容
れ
ら

れ
て

い
る
。

　
そ
の
後
何
度
か
両
者
の
間
に
は
軋
蝶
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
舟
町
に
お
け
る

木
更
津
船
の
特
権
は
維
持
さ
れ
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
元
禄
六
年
「
俄
二
御
高
札
立
申
候
二
付
驚
入
、
拙
者
共
永
ξ
之
場

所
二
離
れ
申
候
得
者
、
新
法
何
方
江
船
付
ヶ
可
申
様
も
無
御
座
候
間
」
と
い
う

事
態
が

発
生

し
た
。
す
な
わ
ち
こ
の
文
か
ら
し
て
高
札
の
内
容
が
木
更
津
船
の

着
岸
を
禁
止
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
木
更
津
側
は
再
び
舟
町
の
策
動
に
よ
り
着
岸
が
禁
止
さ
れ
た
も
の
と
考
え
、

早
速
町
奉
行
に
こ
の
旨
を
訴
え
出
て
い
る
。
こ
の
結
果
今
回
の
件
は
舟
町
と
は

関
係
な
く
、
幕
府
御
船
手
が
江
戸
橋
の
火
消
を
命
じ
ら
れ
た
た
め
と
判
明
し
、

木
更
津
船
｝
同
は
船
手
中
に
願
い
に
出
て
い
る
。

　
同
年
九
月
一
五
日
向
井
・
小
笠
原
両
家
よ
り
呼
び
出
し
が
あ
り
、
向
井
家
の

家
老
山
田
権
右
衛
門
、
小
笠
原
家
の
家
老
渡
辺
只
右
衛
門
よ
り
町
奉
行
所
へ
替

地
を
願
い
出
す
よ
う
に
指
示
さ
れ
て
い
る
。

　
翌

日
町
奉
行
北
条
安
房
守
に
こ
の
旨
を
願
い
出
た
と
こ
ろ
、
四
日
市
の
河
岸

に

四
〇
間
の
土
地
を
替
地
と
し
て
下
し
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
替
地
に
建
て
ら
れ
た
杭
の
文
言
に
「
在
ξ
郷
船
可
着
之
」
と
あ

り
、
文
言
か
ら
は
こ
の
河
岸
が
各
地
の
船
河
岸
の
よ
う
な
印
象
を
う
け
、
木
更

津
の

権
利
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
九
月
一
七
日
に
町
奉
行
所
へ
そ
の
旨

を
記
入
す
る
よ
う
に
願
い
出
て
い
る
。
木
更
津
船
特
権
の
証
人
と
し
て
舟
町
の

も
の
が
一
〇
月
四
日
に
出
頭
し
て
い
る
が
、
そ
の
証
言
に
よ
る
と
、

　
木
更
津
船
之
儀
、
先
規
よ
り
船
町
之
川
岸
江
附
来
り
申
候
二
紛
無
御
座
候
、

　
尤
余
浦
之
船

も
付
ヶ
申
義
も
御
座
候
得
共
、
木
更
津
船
之
者
共
江
相
対
仕
荷

　

上
ヶ
申
内
計
附
置
候
而
、
　
一
夜
成
共
泊
り
申
義
無
御
座
候
、
泊
り
船
与
申
者

　
木
更
津
船
楡
外
一
切
無
御
座
候
与
証
人
二
立
申
候
二
付
、

と
あ
り
、
木
更
津
船
は
河
岸
で
一
夜
を
明
か
す
こ
と
が
で
き
た
こ
と
、
余
浦
の

船
は
木
更
津
船

と
相
対
で
荷
上
げ
を
決
め
、
着
岸
は
荷
上
げ
中
だ
け
で
あ
っ
た
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一　木更津船の成立と展開

こ

と
が
判
る
。

　
さ
て
木
更
津
船
側
の
主
張
は
同
月
一
四
日
に
評
定
所
に
お
い
て
認
め
ら
れ
、

一
六

日
に
杭
の
立
て
替
が
実
施
さ
れ
た
。

　
木
更
津
河
岸
の
規
模
は
東
西
二
五
間
、
水
際
よ
り
土
手
際
ま
で
が
荷
揚
場
と

定
め
ら
れ
、
以
降
幕
末
に
至
る
ま
で
こ
こ
が
木
更
津
船
の
荷
揚
場
と
な
っ
た
わ

け
で
あ
る
。

　
そ
の
後
元
禄
八
年
の
口
上
書
③
に
よ
る
と
、
木
更
津
河
岸
に
囲
い
が
で
き
て

い
る
。

　
　
　
　
乍
恐
口

上
書
を
以
申
上
候

　
一
本
材
木
町
之
河
岸
東
西
弐
拾
五
間
、
横
幅
水
際
よ
り
土
手
際
迄
木
更
津
船

　
　
附
ヶ
荷
物
揚
場
二
去
ξ
年
酉
十
月
十
四
日
之
御
評
定
所
二
而
船
町
之
河
岸

　
　
之

御
替
地
二
被
下
置
候
処
二
、
此
度
土
手
蔵
二
罷
成
候
二
付
、
奈
良
屋
市

　
　
右
衛
門
6
拙
者
共
荷
物
揚
場
惣
囲
被
致
、
何
共
迷
惑
二
奉
存
候
間
、
市
右

　
　
衛
門
方
江
被
為
　
仰
付
、
囲
為
御
取
被
下
候
様
二
と
訴
状
差
上
申
候
得
者
、

　
　
能
勢
出
雲
守
様
江
御
訴
訟
申
上
候
様
二
と
御
差
図
被
遊
候
二
付
、
今
月
二

　
　
日
二
出
雲
守
様
江
罷
出
御
訴
訟
申
上
候
処
二
、
囲
半
分
御
縮
メ
可
被
下

　
　
由
、
御
意
被
遊
候
故
、
違
背
不
仕
御
請
負
申
上
候
、
右
之
場
所
之
義
ハ
先

　
　
規
船
町
之
河
岸
之
御
替
地
二
被
下
候
得
者
、
当
分
計
二
而
無
御
座
、
永
ξ

　
　
之
儀
二
而
難
有
奉
存
候
、
以
上
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
総
国
木
更
津
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
岡
三
郎
左
衛
門
御
代
官
所

　
　
　
元
禄
八

亥
年
四
月
三
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
主
八
郎
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
国
同
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
樋
口
又
兵
衛
御
代
官
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
主
四
郎
兵
衛

　
こ

れ

に

よ
れ
ば
木
更
津
河
岸
の
土
手
に
蔵
が
建
て
ら
れ
た
た
め
、
荷
物
揚
場

の

周
囲
に
囲
い
を
作
ら
れ
て
し
ま
い
、
木
更
津
村
の
名
主
は
こ
れ
の
撤
去
を
願

い
出
て
、
囲
い
は
半
分
に
縮
小
さ
れ
て
い
る
が
、
奈
良
屋
が
こ
こ
に
囲
い
を
設

け
た
の
は
土
手
地
が
奈
良
屋
の
拝
領
地
と
な
っ
た
の
を
機
会
に
、
木
更
津
河
岸

の

一
部

を
も
拝
領
地
の
中
に
取
り
込
も
う
と
し
た
た
め
で
あ
っ
た
。

⇔
　
木
更
津
河
岸
の
治
安
維
持

　
木
更
津
船
は
物
資
の
み
な
ら
ず
、
人
員
の
輸
送
を
行
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
初
め
の
う
ち
は
河
岸
及
び
船
に
関
す
る
特
定
の
法
令
は
出
さ
れ
て
は
い

な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
河
岸
に
は
別
段
何
の
施
設
も
設
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
元
禄
八

年
四

月
に
奈
良
屋
の
囲
い
一
件
と
生
類
憐
み
の
令
に
掛
け
て
、
木
戸
番
屋
を
設

け
る
べ
く
願
を
出
し
て
い
る
。

　
…
河
岸
通
往
来
之
犬
共
数
多
罷
在
候
間
、
則
木
戸
番
屋
仕
、
大
切
二
為
相
守

　
申
度
奉
存
候
、
且
又
安
房
・
上
総
江
罷
越
候
者
共
先
規
6
夜
船
二
乗
申
渡
し

　
二
而
御
座
候
間
、
あ
や
し
き
者
な
と
紛
候
而
乗
可
申
義
も
不
被
存
候
間
、
銘

　

ξ
帳
面
二
書
留
乗
申
度
奉
存
候
、
自
然
御
尋
之
者
、
其
外
う
さ
ん
成
者
参
候
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近世における江戸湾交通について

　
節
ハ
留
置
、
御
注
進
可
申
上
候
、
以
上
、

　
こ
の
願
い
は
容
れ
ら
れ
、
木
戸
番
屋
が
設
け
ら
れ
た
が
、
ど
の
よ
う
な
も
の

で

あ
っ
た
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
ま
た
こ
の
願
書
に
よ
れ
ば
夜
船
に
人
を
乗

せ
て

い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
よ
り
以
前
に
あ
っ
て
は
乗
船
者
は
何
等
取

調
べ
を
受
け
る
こ
と
な
く
自
由
に
渡
海
で
き
た
わ
け
で
あ
り
、
関
所
と
の
関
連

か

ら
み
る
と
、
幕
府
政
策
の
大
き
な
矛
盾
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　
木
更
津
河
岸
は
木
更
津
村
が
特
別
に
使
用
を
許
さ
れ
た
事
情
か
ら
か
、
こ
こ

を
支
配
す
る
名
主
は
存
在
せ
ず
、
各
種
事
件
が
発
生
し
た
場
合
木
更
津
側
で
は

な
か
な
か
対
応
し
き
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
寛
保
二
年
九
月
木
更

津
村
は

河
岸
を
本
材
木
町
の
名
主
支
配
下
と
し
て
も
ら
う
よ
う
町
奉
行
所
に
願

い
出
て
い
る
④
。

　
　
　
　
一
札
之
事

　
一
上
総
国
木
更
津
村
6
御
当
地
江
往
来
之
船
者
、
江
戸
橋
際
川
岸
二
而
別
紙

　
　
絵
図
面
間
数
之
通
、
先
年
6
拙
者
共
御
拝
領
仕
候
間
、
荷
物
揚
下
し
致
来

　
　
候
処
、
右
場
所
只
今
ま
て
名
主
支
配
附
無
之
候
二
付
、
当
月
十
六
日
町

　
　
御
奉
行
嶋
長
門
守
様
江
貴
殿
御
支
配
二
相
附
申
度
段
奉
願
候
得
者
、
同
十

　
　
八

日
御
内
寄
合
江
被
召
出
、
拙
者
共
願
之
通
貴
殿
江
御
支
配
附
被
仰
付
、

　
　
然
ル
上
者
諸
御
法
度
・
御
触
書
、
又
其
外
出
入
等
不
寄
何
事
右
地
面
二
附

　
　
而
候
者
貴
殿
御
支
配
を
請
、
急
度
相
守
可
申
候
、

　
一
与
兵
衛
与
申
者
右
川
岸
守
二
附
置
申
候
而
、
御
公
用
為
相
務
可
申
候
、
尤

　
　
捨
物
・
倒
者
其
外
不
限
何
事
出
入
出
来
仕
候
ハ
ム
、
右
与
兵
衛
方
冶
早
速

　
　
貴
殿
方
江
申
達
、
御
差
図
請
相
勤
候
様
二
申
付
置
候
、
若
御
差
図
相
用
不

　
　
申
候
歎
、
務
方
未
熟
之
義
茂
有
之
候
ハ
ふ
、
何
時
成
共
可
被
仰
聞
候
、
早

　
　
速
川
岸
守
取
揚
ヶ
跡
役
可
申
付
候
、

　
右
之
通
貴
殿
御
支
配
請
候
上
者
、
拙
者
共
者
不
及
申
、
惣
船
持
井
河
岸
守
迄

　
申
付
、
急
度
為
相
守
可
申
候
、
為
後
日
一
札
伍
如
件
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
総
国
望
陀
郡
木
更
津
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
笠
原
石
見
守
知
行
所

　
　
寛

保
二
戌
年
九
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
主
新
左
衛
門
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榊
原
八
兵
衛
知
行
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
同
平
　
兵
　
衛
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
　
采
女
知
行
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
同
市
郎
兵
衛
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
田
大
三
郎
知
行
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
同
儀
　
　
　
平
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
科
直
治
郎
知
行
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
同
惣
右
衛
門
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
更
津
村
惣
船
持

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
代

半
　
重
　
郎
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
材
木
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
主
新
　
　
助
殿

　
こ
れ
よ
り
以
降
木
更
津
河
岸
は
本
材
木
町
名
主
支
配
の
も
と
に
置
か
れ
、
河

岸
守
も
駐
在
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
河
岸
守
は
事
が
起
き
た
時
に
は
早
速
名
主

に

連
絡

し
、
名
主
の
指
図
に
従
っ
て
こ
れ
を
処
理
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

た

わ
け
で
あ
る
。

　

そ
の
後
寛
政
＝
年
四
月
の
書
上
⑪
に
よ
る
と
、
「
右
船
持
共
方
6
河
岸
守
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一　木更津船の成立と展開

井

船
持
惣

代
与
申
者
両
人
付
置
、
妻
子
・
召
仕
等
ハ
無
之
、
右
者
番
屋
同
前
之

河
岸
守
船
持
惣
代
之
住
居
壱
ヶ
所
有
之
而
已
二
而
L
と
あ
り
、
河
岸
の
外
に
船
持

惣
代
が

交
代
で

詰
め
て

い
た

こ

と
が
知
ら
れ
る
が
、
享
和
二
年
に
河
岸
守
及
び

木
更
津
船
の
実
態
を
よ
く
示
す
事
件
が
起
き
て
い
る
⑫
。

　

同
年
四
月
二
五
日
北
定
廻
り
飯
尾
藤
十
郎
よ
り
河
岸
守
甚
平
は
木
更
津
船
の

う
ち
庄
七
船
と
次
郎
右
衛
門
船
が
、
木
更
津
河
岸
に
着
船
次
第
届
け
出
る
よ
う

命
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
四
月
二
七
日
木
更
津
河
岸
に
着
船
中
の
喜
右
衛
門
に
対
し
、
河
岸

守
甚
平
を
連
れ
て
く
る
よ
う
飯
尾
氏
よ
り
連
絡
が
あ
り
、
そ
こ
で
初
め
て
甚
平

が

次
郎
右
衛
門
船
が
入
船
し
た
に
も
拘
ら
ず
飯
尾
氏
に
届
け
出
な
か
っ
た
こ
と

が
判
明
し
た
。

　
一
方
飯
尾
氏
が
両
船
着
岸
次
第
届
け
出
る
よ
う
に
命
じ
た
の
は
、
四
月
一
七

日
夜
、
鍛
冶
橋
御
門
中
間
忠
太
郎
が
同
所
に
お
い
て
仲
間
と
口
論
を
し
、
疵
を

負
わ
せ
て
逃
走
し
た
た
め
探
索
し
た
と
こ
ろ
、
木
更
津
船
に
乗
り
込
み
逃
走
し

た

と
の
情
報
を
得
た
。
そ
の
船
が
庄
七
か
次
郎
右
衛
門
の
船
の
よ
う
で
あ
っ
た

こ

と
か
ら
両
船
の
調
べ
が
必
要
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
も
っ
と
も
調
査
の
結

果
、
忠
太
郎
の
乗
り
込
ん
だ
船
は
吉
右
衛
門
船
で
あ
っ
た
。

　
以
上
の

よ
う
に
木
更
津
船
は
犯
罪
人
が
他
国
へ
逃
亡
す
る
た
め
の
交
通
手
段

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
河
岸
守
も
ま
た
高
齢
で
、
乗
船
者
を

調
べ
る
こ
と
な
ど
満
足
に
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
そ
の
結
果
「
諸
事

取
締
之
義
御
改
被
成
候
、
別
紙
ヶ
條
之
趣
」
が
定
め
ら
れ
た
。

　
　
　
　
　
定

　
一
御
成
之
節
之
事

　
　
　
但
、
江
戸
橋
川
筋
　
御
通
船
之
瑚
、
船
払
被
仰
付
候
二
付
、
木
更
津
船

　
　
　
何
艘
着
岸
致
居
候
二
も
、
汐
時
等
見
合
早
〉
海
手
最
寄
江
差
出
、
御
前

　
　
　
夜
6
一
切
木
更
津
河
岸
二
着
置
申
間
敷
候
、
且
又
浜
御
庭

　
　
　
御
成
之
節
、
木
更
津
表
6
海
手
乗
込
之
船
井
江
戸
橋
6
出
帆
共
少
も

　
　
　
御

目
障
之
義
者
不
及
申
、
前
後
御
用
船
等
之
御
差
支
等
二
相
成
候
儀
無

　
　
　
之
様
、
急
度
相
守
可
申
事
、

　
一
御
用
船
被
仰
付
候
節
、
海
上
風
波
之
義
者
不
及
申
、
諸
事
大
切
二
心
を
付

　
　
相
守
相
勤
可
申
事
、

　
　
　
但
、
江
戸
橋
川
筋
其
外
江
戸
内
川
筋
之
義
者
平
生
御
用
船
御
通
路
有
之

　
　
　
候
二
付
、
右
御
用
船
江
不
法
之
義
無
之
様
急
度
相
守
可
申
事
、

　
一
毎
夜
河
岸
6
乗
船
之
も
の
壱
人
別
二
名
前
町
所
帳
面
二
相
記
、
行
先
不
相

　
　
知
荷
物
等
無
之
も
の
、
且
又
風
俗
等
不
見
届
も
の
者
厳
敷
相
断
、
乗
船
為

　
　
致
間
敷
事
、

　
　
　
但
、
出
船
間
二
合
不
申
、
小
船
二
而
追
駈
参
候
共
、
居
所
河
岸
守
6
書

　
　

付
無
之
候
ハ
ふ
、
乗
せ
申
間
敷
事
、

　
一
都
而
御
武
家
方
御
乗
船
之
節
、
不
礼
無
之
様
可
致
事
、

　
　

但
、
是
又
御
乗
船
之
子
細
井
御
用
筋
御
名
前
等
承
、
帳
面
二
相
記
可
申
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事
、

　
一
帳
付
場
者
不
及
申
、
着
岸
之
船
中
昼
夜
共
火
之
用
心
大
切
二
相
守
可
申

　

事
、

　
一
木
更
津
船
舟
頭
者
不
及
申
、
水
主
迄
も
船
中
二
お
ひ
て
博
変
諸
勝
負
惣
而

　

御
法
度
之
儀
者
勿
論
、
其
外
喧
椛
口
論
等
不
致
様
、
急
度
相
慎
可
申
事
、

　
一
帳
面
場
二
お
ゐ
て
頬
冠
・
鉢
巻
井
寝
伏
等
い
た
し
、
取
計
候
儀
致
間
敷

　

事
、

　
一
船
掃
除
致
候
節
、
塵
芥
等
狸
二
川
中
江
捨
、
又
者
外
通
船
之
差
障
二
相
成

　

候
義
致
間
敷
事
、

　
一
船
持
惣
代
河
岸
守
之
儀
、
都
而
当
所
御
触
事
被
仰
渡
等
之
義
、
其
外
町
並

　

之
義
二
付
、
名
主
楡
申
渡
候
義
急
度
相
守
可
申
事
、

　
　

但
、
木
更
津
舟
船
頭
井
水
主
之
も
の
等
船
持
惣
代
河
岸
守
6
申
渡
候
義

　
　

少
も
相
背
不
申
、
急
度
相
守
可
申
事
、

右
之
條
≧
無
等
閑
急
度
相
守
可
申
事
、

　
　
享
和
二
戌
年
五
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
更
津
河
岸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
岸
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
船
持
惣
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
　
主

　
こ
の
定
は
文
末
の
署
名
や
文
体
か
ら
み
て
仲
間
に
お
い
て
作
成
し
た
も
の
の

よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
木
更
津
船
の
負
担
と
乗
船
規
定
が
明
確
に
な

っ

た

の
で
あ
る
。

⑳
　
木
更
津
船
の
運
営

　
木
更
津
村
は
慣
行
上
南
組
・
北
組
に
分
れ
て
い
た
た
め
、
木
更
津
船
も
ま
た

南
北
に
分
れ
て
い
た
。

　
寛
政
六
年
に
お
け
る
南
北
の
船
持
及
び
船
数
は
左
の
通
り
で
あ
る
⑩
。

　
上
総
国
木
更
津
村
南
北
五
給
船
持
名
前
井
所
持
船
数
共
右
村
方
6
認
来
、

　
寛
政
六
寅
年
八
月

　
　
　
　
木
更
津
南
北
船
持
名
前

南
組
船
持

三弐弐壱壱壱壱壱壱壱
艘艘艘艘艘艘艘艘艘艘

八

左

衛

門

庄
　
　
　
七

茂
　
兵
　
衛

六

右
衛
門

三
郎
右
衛
門

善
　
次
　
郎

長

右
衛
門

吉

右
衛
門

伝
　
兵
　
衛

勘
　
次
　
郎

北
組
船
持

同同壱同弐同同同壱壱
　　艘　艘　　　艘艘

嘉
　
兵
　
衛

市
郎
右
衛
門

文
　
　
　
助

八
　
十
　
郎

弥
　
兵
　
衛

郷

左

衛

門

半
　
兵
　
衛

治
郎
右
衛
門

喜
　
平
　
次

九
　
兵
　
衛
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木更津船の成立と展開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　

〆
拾
四
艘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〆
拾
壱
艘

　
木
更
津
船
は

船
高
六
八
艘

で
、
こ
の
う
ち
五
三
艘
が
五
大
力
船
、
一
五
艘
が

　
　
　
（
6
）

押
送

り
船
で
そ
れ
ぞ
れ
川
船
奉
行
の
支
配
下
に
置
か
れ
て
い
た
が
、
右
の
史
料

か

ら
も
判
る
よ
う
に
、
寛
政
六
年
に
お
け
る
船
数
は
二
五
艘
、
船
持
は
二
〇
名

と
あ
り
、
不
足
分
は
休
株
で
あ
る
。
こ
こ
に
計
上
さ
れ
て
い
る
二
五
艘
の
船
は

押
送
り
船
を
除
く
五
大
力
船
で
あ
ろ
う
。

　
安
政
二
年
一
〇
月
に
お
け
る
木
更
津
船
の
稼
動
及
び
休
株
の
船
数
は
、
休
株

が

五
大
力
船
二
九
艘
、
押
送
り
船
が
八
艘
、
実
際
に
稼
動
し
て
い
る
の
は
五
大

力
船
二
四
艘
、
押
送
り
船
七
艘
と
な
っ
て
い
る
。

　
木
更
津
船
に
よ
る
運
送
を
め
ぐ
り
、
南
組
と
北
組
の
間
は
し
ば
し
ば
対
立
し

て

い
た

ら
し
く
、
安
永
九
年
七
月
の
「
渡
船
賃
出
入
之
儀
に
付
木
更
津
村
船
持

　
　
（
7
）

等
請
証
文
」
に
よ
る
と
、
享
保
五
年
及
び
同
八
年
に
両
者
の
対
立
に
よ
り
掟
書

が

作
成
さ
れ
た
ら
し
く
、
同
八
年
の
掟
書
に
よ
り
運
賃
に
関
す
る
取
り
決
め
が

「
四

日
市
河
岸
戻
り
船
四
艘
之
外
無
之
節
は
、
北
船
南
船
入
組
之
し
な
ひ
二

致
、
運
賃
平
均
配
分
」
す
る
よ
う
決
め
ら
れ
て
い
る
。

　

「
し
な
ひ
」
と
は
漁
獲
物
の
分
配
に
あ
た
っ
て
の
歩
合
の
こ
と
で
あ
る
が
、

江
戸
か
ら
木
更
津
に
戻
る
船
が
四
艘
以
内
で
あ
る
時
は
南
北
の
船
に
関
係
す
る

運

賃
は
平
均
し
て
分
配
し
、
五
艘
以
上
は
南
北
の
船
に
そ
れ
ぞ
れ
分
け
て
運
送

し
た
。
こ
の
た
め
自
然
と
南
の
商
人
は
南
の
船
へ
、
北
の
商
人
は
北
の
船
に
物

資
を
積
み
込
む
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
が
不
文
律
と
し
て
守
ら
れ
て
き
た
。

　

し
か
し
運
送
物
資
の
獲
得
の
た
め
こ
の
不
文
律
が
犯
さ
れ
、
「
四
艘
し
な
ひ
」

も
次
第
に
無
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　
請
証
文
の
内
容
を
み
る
と
、
北
組
が
従
来
の
取
り
決
め
と
不
文
律
を
解
体
せ

ん

と
す
る
こ
と
か
ら
両
者
の
対
立
が
生
じ
た
ら
し
く
、
さ
ら
に
北
組
が
解
体
を

求
め

た
背
景
に
は
北
組
の
運
送
量
が
減
少
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
ら
し
い
。
北
組

は

こ
れ
ま
で
久
留
里
藩
黒
田
氏
の
廻
米
を
運
送
し
て
き
た
が
、
廻
米
量
が
減
少

し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　
結
局
北
組
訴
訟
方
の
要
求
は
あ
る
程
度
認
め
ら
れ
、
船
宿
を
替
え
る
時
は
船

宿
同
士
が
相
互
に
相
談
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
、
「
四
艘
し
な
ひ
」
は
従
来
通

り
と
さ
れ
た
。

　
南
北
の
対
立
は
寛
政
六
年
南
北
の
水
主
共
が
暴
力
沙
汰
を
起
こ
す
に
至
っ
て

い

る
⑨
。
同
年
七
月
五
日
夕
方
七
つ
時
頃
木
更
津
河
岸
を
出
帆
す
る
に
あ
た

り
、
南
と
北
の
抱
・
雇
の
水
主
達
が
口
論
に
及
び
、
北
組
の
水
主
が
薪
を
手
に

し
て
南
組
に
襲
い
か
か
り
、
南
船
持
勘
次
郎
抱
の
水
主
半
五
郎
の
頭
部
に
二
寸

程
の
、
同
じ
く
雇
水
主
の
新
七
の
頭
に
一
寸
程
の
疵
を
負
わ
せ
、
北
組
の
者
に

も
ま
た
若
干
の
怪
我
人
が
出
た
。

　
河
岸
守
甚
平
は
早
速
南
組
の
勘
次
郎
初
め
、
諸
方
へ
連
絡
を
取
り
、
早
速
こ

れ

を
訴
え
出
る
と
主
張
し
た
も
の
の
、
こ
の
件
が
理
由
と
な
っ
て
木
更
津
河
岸

を
没
収
さ
れ
て
は
と
の
配
慮
か
ら
、
内
々
で
こ
の
一
件
を
処
理
し
て
い
る
。

　
文
政
五
年
に
は
安
房
国
の
乗
客
運
送
に
関
し
、
南
組
内
で
の
対
立
が
生
じ
て
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’
8
）

い

る
。
「
船
稼
出
入
之
儀
に
付
木
更
津
村
船
持
請
証
文
」
に
よ
る
と
、
南
組
勘

治
郎
は

安

房
の
乗
客
は
、
す
べ
て
勘
治
郎
が
引
き
受
け
る
こ
と
が
寛
政
度
の
申

合
書
に
よ
り
決
め
ら
れ
て
い
る
と
申
し
立
て
た
た
め
で
あ
る
。

　
勘
治
郎
は
寛
政
度
の
申
合
書
を
捏
造
し
た
ら
し
く
、
勘
治
郎
の
主
張
は
認
め

ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
請
証
文
に
よ
る
と
、
乗
客
の
運
送
は
こ
れ
ま
で
は
得
意

の

船
を
指
定
し
た
場
合
は
指
定
さ
れ
た
船
が
客
を
運
び
、
指
定
が
無
い
場
合
は

当
日
出
帆
の
船
数
へ
平
均
に
割
当
て
て
い
た
が
、
文
政
五
年
か
ら
は
指
定
が
な

け

れ
ば

自
由
競
争
と
な
り
、
客
と
船
持
の
相
対
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
こ

れ

ま
で
の
訴
訟
・
対
立
は
木
更
津
船
同
士
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
天
保
一

〇
年
に

は

久
津
間

村
の
栄
次
郎
が
五
大
力
船
同
様
の
船
を
建
造
し
、
久
留
里
川

筋
の
物
資
を
一
手
に
運
送
し
は
じ
め
た
。
こ
れ
を
訴
え
た
「
久
津
間
村
名
主
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

不
尽
之
儀
に
付
木
更
津
村
船
持
訴
状
」
に
よ
る
と
、
栄
次
郎
は
久
津
間
村
内
の

久
留

里
川
河
口
付
近
の
麦
畑
に
土
手
を
築
き
、
家
屋
や
荷
置
場
を
も
建
設
し
て

い
る
。

　
こ

の
訴
訟
が

ど
の
よ
う
に
発
展
し
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
訴
状
の
文
面

か

ら
当
時
の
木
更
津
船
の
物
資
運
送
に
関
す
る
状
況
の
一
面
を
窺
う
こ
と
が
で

き
る
。

　

木
更
津
船
は
お
よ
そ
五
〇
年
程
以
前
よ
り
郡
中
の
山
林
・
立
木
を
薪
炭
と
し

て

加
工
し
た
も
の
を
運
送
し
て
き
た
が
、
山
林
の
木
材
を
か
な
り
伐
採
し
た
ら

し
く
、
次
第
に
荷
物
が
減
少
し
て
き
て
い
る
。
さ
ら
に
安
永
度
の
訴
訟
に
も
み

ら
れ
た
よ
う
に
廻
米
輸
送
量
も
減
少
す
る
な
ど
、

全
体
的
に
減
少
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

二
　
大
山
参
詣
と
渡
海
船

O
　
房
総
と
三
浦
半
島
の
渡
海
船

郡
中
よ
り
出
さ
れ
る
荷
物
が

　
房
総
方
面
よ
り
三
浦
半
島
及
び
東
海
道
筋
へ
達
す
る
に
は
、
陸
路
を
と
る
よ

り
海
路
を
往
く
方
が
近
距
離
で
あ
る
こ
と
は
改
め
て
述
べ
る
ま
で
も
な
か
ろ

う
。　

房
総
及
び
三
浦
半
島
の
か
な
り
の
浦
か
ら
渡
海
船
が
出
て
い
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
が
、
な
か
で
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
が
武
州
久
良
崎
郡
洲
崎
村
の
野

嶋
浦

と
上
総
国
周
准
郡
富
津
村
で
あ
る
。

　
房
総
・
三
浦
半
島
間
は
日
常
的
な
往
来
も
か
な
り
行
わ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う

が
、
大
山
参
詣
の
た
め
の
渡
海
が
圧
倒
的
な
量
に
の
ぼ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
こ

う
し
た
参
詣
者
等
の
大
半
は
武
州
野
嶋
浦
へ
上
陸
し
た
が
、
野
嶋
浦
側
の

参
詣
者
等
の
受
け
入
れ
体
制
を
み
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

　
嘉
永
五
年
二
月
の
「
野
嶋
渡
海
船
設
二
付
聞
書
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
文
政

一
一
年
七
月
の
「
為
取
替
議
定
一
札
之
書
」
に
ょ
る
と
、
安
房
・
上
総
両
国
よ

り
大
山
参
詣
之
旅
人
渡
海
に
つ
い
て
は
、
古
来
よ
り
洲
崎
村
と
野
嶋
浦
に
お
い
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二　大山参詣と渡海船

て

世
話
を
し
て
き
た
。

　
野

嶋
浦
と
は
洲
崎
村
の
小
名
で
、
時
に
よ
っ
て
は
野
嶋
村
と
記
さ
れ
る
こ
と

も
あ
る
が
、
村
内
で
は
浜
方
と
通
称
さ
れ
、
名
主
も
別
に
定
め
、
浜
名
主
と
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

れ

を
呼
び
、
別
村
の
ご
と
く
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
た
め
渡
海
船
来
客

を
洲
崎
村
一
ヶ
村
で
扱
う
こ
と
な
く
、
洲
崎
村
と
そ
の
小
名
で
あ
る
野
嶋
浦
の

二

ヶ
所
で
扱
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
大
山
参
詣
者
の
世
話
方
は
次
第
に
乱
れ
、
洲
崎
ま
で
入
り
込
む
船
も
野
嶋
浦

で

と
め
ら
れ
、
洲
崎
に
は
野
嶋
浦
で
割
り
ふ
っ
た
旅
人
が
行
く
だ
け
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
こ
の
た
め
洲
崎
村
が
出
訴
に
及
ぼ
う
と
し
た
が
、
知
行
所
村
≧
の

取
扱
い
に
よ
り
、
内
済
が
成
立
し
、
左
の
こ
と
が
確
認
、
決
定
さ
れ
て
い
る
。

　
一
安
房
・
上
総
両
国
の
旅
人
は
、
相
互
に
古
来
よ
り
仕
来
の
通
り
取
扱
う
べ

　
　
き
事
、

　
一
野
嶋
浦
に
関
係
す
る
旅
人
及
び
船
に
つ
い
て
、
洲
崎
村
は
一
切
干
渉
し
な

　
　
い
。
洲
崎
村
の
旅
人
・
船
に
つ
い
て
も
野
嶋
浦
は
干
渉
し
な
い
。
干
潮
と

　
　
な
り
水
主
・
艀
を
呼
び
寄
せ
る
時
は
従
来
通
り
と
す
る
。

　
一
洲
崎
・
野
嶋
で
扱
う
旅
人
が
入
り
交
じ
っ
て
来
た
場
合
、
双
方
の
宿
で
よ

　
　
く
調
べ
、
そ
れ
ぞ
れ
連
絡
を
取
り
あ
う
。

　
一
安
房
国
の
船
に
て
渡
海
し
て
き
た
旅
人
は
房
州
宿
が
調
べ
る
。

　
一
上
総
国
の
船
に
て
渡
海
し
て
き
た
旅
人
は
上
総
宿
が
調
べ
る
。

右
の
う
ち
房
州
宿
と
上
総
宿
に
っ
い
て
で
あ
る
が
、
右
の
一
札
の
差
出
及
び

受
取
人
と
し
て
洲
崎
村
房
州
宿
、
上
総
宿
野
嶋
浦
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
洲
崎
が

安
房
国
の
船
客
又
は
安
房
の
住
人
を
、
野
嶋
浦
が
上
総
国
の
船
客
又
は
住
人
を

扱
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

渡
海
船
利
用
者
の
う
ち
、
最
も
多
か
っ
た
の
は
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
大
山

参
詣
者
で
あ
っ
た
が
、
日
常
の
渡
海
船
利
用
者
も
か
な
り
あ
っ
た
よ
う
で
、
嘉

永

五
年

富
津
村
は
渡
海
船
を
毎
日
富
津
ー
野
嶋
間
に
就
航
さ
せ
る
こ
と
を
計
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

し
、
同
年
二
月
野
嶋
浦
に
意
見
を
求
め
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
野
嶋
浦
は
、

　

…
…
定
渡
海
船
日
ミ
往
来
相
成
候
共
、
柳
当
方
二
お
ゐ
て
障
り
之
筋
毛
頭
無

　
之
儀
者
申
迄
も
無
之
、
右
様
相
成
候
得
者
、
旅
人
ハ
不
及
申
、
海
上
相
隔
り

　

居
候
自
他
知
縁
用
向
相
通
候
者
共
ま
て
便
利
宜
敷
…
：

と
い
う
こ
と
で
全
面
的
に
賛
成
を
し
て
い
る
。
こ
の
計
画
は
ど
う
や
ら
認
可
さ

れ
た

よ
う
で
あ
る
が
、
万
延
元
年
に
は
船
に
よ
る
人
員
輸
送
が
禁
止
さ
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
翌
二
年
に
は
浦
賀
奉
行
所
の
役
人
が
富
津
ま
で
出
向
い
て
、
旅
客

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

渡
海
禁
止
の
旨
を
言
い
渡
し
て
い
る
。

　
渡
海
の
禁
止
は
幕
府
海
防
政
策
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

さ
ら
に
水
戸
の
浪
士
の
逃
亡
等
を
阻
止
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
。

　
慶
応
三
年
三
月
富
津
村
は
旅
客
渡
海
の
再
開
を
願
っ
て
「
富
津
浦
冶
野
嶋
浦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

江

定
渡
海
船
賃
井
臨
時
横
浜
・
浦
賀
両
場
所
江
仕
立
船
賃
銀
書
上
」
を
作
成
し

て

い

る
が
、
こ
れ
に
よ
り
従
来
の
渡
海
船
の
実
態
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
富

津

よ
り
の
渡
海
賃
」
は
こ
れ
を
一
覧
表
に
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
運
賃
は
荒
天
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船　種1水主人数

富津よりの渡海賃

定灘船運賃1 仕立船運賃間区

富津一野嶋浦 銀5匁（片道） 一 漁　船 3人乗

〃
一 50匁（片道） 〃 〃

富津一横　浜 一 金1両（日帰往復） 〃 〃

〃
一 金1両3分　（〃） 押送船 4人乗

富津一浦　賀 一 金1両　　　（〃） 漁　船 3人乗

〃
一 金1両2分　（〃） 押送船 4人乗

（「神奈川県史資料編9近世6」所収371号資料による。）

の

場
合
は
割
高
に
な
り
、
金
額
は
相
対

に

よ
っ
て
決
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。　

渡
海
用
の
船
は
平
生
は
漁
船
を
三
艘

用
意

し
て
置
く
が
、
渡
船
者
が
多
い
時

に

備

え
て
押
送
り
船
・
遠
海
船
・
荷
船

も
用
意
し
て
お
く
こ
と
に
し
て
あ
る
。

富
津
よ
り
野
嶋
浦
ま
で
の
定
渡
海
は
渡

海
者

が
一
〇
人
に
な
れ
ば
出
船
さ
せ
る

が
、
急
ぐ
時
は
一
人
で
あ
っ
て
も
一
〇

人
分
の

運
賃
を
支
払
え
ば
出
船
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

　
こ

れ
は

あ
く
ま
で
も
再
開
を
願
っ
て

の

計
画
で

あ
る
が
、
禁
止
前
の
様
子
も

お

よ
そ
こ
れ
と
変
り
が
な
か
っ
た
で
あ

ろ
う
。

　

「
…
…
船
賃
銀
書
上
」
と
と
も
に
綴
ら
れ
て
い
る
「
定
渡
海
船
設
願
書
」
に

よ
る
と
、
上
総
の
浦
ξ
か
ら
出
て
い
る
渡
海
船
は
地
理
的
に
恵
ま
れ
た
富
津
一

ヶ
所
と
す
れ
ば
不
審
者
の
摘
発
も
容
易
で
あ
り
、
再
開
が
認
可
さ
れ
れ
ば
富
津

に

お

い
て

渡
海
人
一
人
ず
つ
の
出
所
、
村
名
、
姓
名
を
厳
重
に
調
べ
、
こ
こ
で

手
形
を
作
成
し
、
渡
海
先
は
印
鑑
を
渡
し
て
お
く
の
で
、
手
形
の
印
と
同
一
か

ど
う
か
を
調
べ
れ
ば
不
審
者
の
渡
海
は
阻
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
て
い

る
。　

以
上
の

よ
う
に
幕
府
は
房
総
及
び
三
浦
半
島
の
交
通
の
実
態
を
考
慮
し
、
関

所
を
無
視
し
た
渡
海
を
黙
認
し
て
き
た
も
の
の
、
幕
末
に
至
り
旅
行
者
の
厳
重

な
調
べ
が
必
要
と
な
る
や
、
船
舶
に
旅
客
を
乗
せ
る
こ
と
を
禁
止
し
て
し
ま
っ

た
の
で
あ
る
。

⇔
　
船
舶
に
よ
る
人
員
輸
送
と
陸
上
交
通

　
江
戸
幕
府
の
交
通
政
策
の
根
幹
と
な
る
も
の
に
東
海
道
を
は
じ
め
と
す
る
五

街

道
の
設
定
と
把
握
が
あ
る
。
街
道
を
維
持
す
る
た
め
に
は
若
干
の
補
助
金
を

与

え
た
り
、
免
税
措
置
を
と
っ
て
い
る
も
の
の
、
宿
駅
を
維
持
す
る
た
め
に
は

物
資
の
運
搬
や
旅
客
の
休
泊
を
独
占
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
脇
道
の

通
行

を
禁
止
し
た
り
、
物
資
の
付
け
通
し
を
禁
止
し
、
休
泊
も
原
則
と
し
て
宿

場
以
外
の
場
所
は

禁
止
し
た
。

　
船
舶
に
よ
る
旅
客
の
輸
送
は
当
然
宿
駅
に
多
大
な
損
失
を
与
え
る
も
の
で
あ

っ

た

が
、
江
戸
周
辺
を
例
に
と
る
と
、
特
例
と
し
て
江
戸
小
網
町
と
行
徳
を
結

ぶ
行
徳
船

（
別
名
長
渡
船
）
及
び
木
更
津
船
に
よ
る
旅
客
の
輸
送
は
特
権
と
し

て
こ

れ

を
認
め
て
い
る
。
富
津
ー
野
嶋
浦
間
に
つ
い
て
は
特
権
と
い
う
こ
と
で

は

な
く
、
慣
行
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
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二　大山参詣と渡海船

　
行
徳
船
は

房
総

と
江
戸
を
往
来
す
る
旅
客
の
多
く
が
こ
れ
を
利
用
し
て
お

り
、
行
徳
よ
り
船
橋
に
達
し
、
そ
れ
よ
り
房
総
各
地
に
赴
い
た
が
、
特
に
成
田

参
詣
者
が

行
徳
船

を
利
用
す
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
ま
た
房
総
に
封
地

を
有
す
る
大
名
も
、
機
会
が
あ
れ
ば
参
勤
交
代
に
利
用
し
よ
う
と
考
え
て
い
た

　
　
　
（
1
5
）

よ
う
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
か
ら
も
判
る
よ
う
に
、
江
戸
ー
房
総
間
は
ほ
と

ん

ど
の
旅
客
が
船
舶
を
利
用
し
て
い
る
た
め
、
船
頭
達
も
旅
客
に
対
し
横
暴
な

行
為
に
出
る
こ
と
が
甚
し
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

　
寛
政
六
年
六
月
の
禁
令
に
よ
る
と
、
下
総
国
の
本
行
徳
・
登
戸
・
浜
野
村
辺

よ
り
物
資
や
旅
客
を
輸
送
す
る
渡
海
船
の
船
頭
が
舟
中
に
て
酒
代
を
強
要
し
た

り
、
江
戸
小
網
町
辺
り
で
本
行
徳
以
外
の
村
の
船
が
本
行
徳
の
船
を
装
い
、
旅

客
を
乗
せ
、
旅
客
を
本
行
徳
で
下
船
さ
せ
ず
に
船
頭
の
地
元
で
無
理
矢
理
下
船

さ
せ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　
以
上
の

こ
と
か
ら
船
頭
の
不
法
行
為
は
さ
て
お
き
、
房
総
内
湾
沿
の
村
々
が

か

な
り
自
由
に
旅
客
を
輸
送
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
対
岸
の
三
浦
半
島
及
び
東
海
道
沿
の
沿
岸
は
ど
う
で
あ
っ
た

ろ
う
か
。

　
享
保
七
年
七

月
、
保
土
ヶ
谷
宿
は
船
舶
に
よ
る
旅
客
の
運
送
を
行
っ
た
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

め
、
幕
府
よ
り
叱
責
を
受
け
て
い
る
。
こ
れ
は
川
崎
宿
が
訴
え
出
た
た
め
で
、

訴
え
に
よ
る
と
、
保
土
ヶ
谷
宿
は
大
山
参
詣
者
を
当
所
に
お
い
て
船
に
乗
せ
、

江

戸
ま
で
輸
送
し
て
し
ま
う
た
め
、
そ
の
間
の
宿
駅
の
利
益
が
減
少
し
て
し
ま

っ

た
た

め

で
あ
る
。

　
ま
た
「
他
所
6
舟
参
候
而
、
拙
者
共
村
〉
之
内
二
而
右
之
通
リ
旅
人
舟
乗
候

者
有
之
候
ハ
ふ
早
速
追
払
可
申
候
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
他
所
の
舟
が
保
土
ヶ

谷
辺
り
に
た
む
ろ
し
、
旅
客
を
乗
せ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

こ
れ
と
同
様
の
禁
令
は
そ
の
後
も
度
々
出
さ
れ
て
お
り
、
明
和
四
年
二
月
、

安
永
三
年
六
月
、
同
四
年
六
月
、
寛
政
六
年
六
月
、
文
化
二
年
七
月
、
同
五
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

六
月
、
同
一
四
年
六
月
と
、
確
認
で
き
る
だ
け
で
も
七
回
に
及
ん
で
い
る
。
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
ま
う
ち

ず
れ
も
禁
令
が
六
月
に
集
中
し
て
い
る
の
は
、
大
山
の
開
山
期
間
（
山
内
と
称

し
て
い
る
）
が
六
月
二
七
日
か
ら
七
月
一
八
日
ま
で
の
た
め
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

　
禁
止
令
の
う
ち
、
文
化
二
年
七
月
に
出
さ
れ
た
申
渡
を
み
る
と
、
富
士
・
大

山
参
詣
者
が
江
戸
よ
り
神
奈
川
宿
辺
り
ま
で
海
上
を
船
で
往
く
こ
と
を
禁
じ
て

い

る
。
そ
の
理
由
は
度
々
述
べ
て
い
る
よ
う
に
旅
籠
屋
・
商
人
の
収
入
が
減
少

す
る
た
め
で
あ
る
。

　
ま
た
こ
の
申
渡
の
文
中
に
「
船
往
来
差
留
之
義
、
品
川
宿
β
致
乗
船
、
神
奈

川
宿
辺
江
致
着
船
候
義
ハ
、
脇
往
来
差
留
之
儀
度
々
触
有
之
候
、
」
と
あ
る
こ
と

か

ら
、
旅
客
の
海
上
航
行
を
脇
往
来
の
通
行
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
こ
と
が
判

る
。　

文
政
二
年
九
月
に
は
、
こ
れ
ま
で
船
舶
に
よ
る
旅
客
運
送
で
他
宿
を
脅
し
て

い
た

保
土

ヶ
谷
宿
が
、
野
嶋
浦
の
船
に
よ
っ
て
旅
客
を
奪
わ
れ
た
と
訴
え
て
い
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（2
0
）

る
。　

保
土
ヶ

谷
宿
は
東
海
道
の
宿
駅
で
あ
る
が
、
鎌
倉
三
浦
往
還
の
分
岐
点
で
も

あ
り
、
金
沢
町
屋
へ
の
人
馬
の
継
立
を
行
っ
て
い
る
。
金
沢
町
屋
か
ら
は
鎌

倉
・
横
須
賀
に
達
す
る
が
、
こ
こ
か
ら
野
嶋
浦
に
出
て
海
路
大
津
・
横
須
賀
・

浦
賀
方
面
へ
達
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
東
海
道
の
宿
場
や
江

戸
へ
向
け
て
の
旅
客
輸
送
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
に
も
拘
ら
ず
、
旅
客
を
運
ん

で

し
ま
っ
た
た
め
こ
の
訴
訟
に
発
展
し
た
わ
け
で
あ
る
。

　
訴
訟
は

さ
ら
に
進
展
し
、
横
須
賀
村
が
大
津
村
を
相
手
に
訴
訟
を
起
こ
す
に

至
っ
て
い
る
。

三
　
江
戸
湾
交
通
と
関
所

　
前
章
に
お
い
て
江
戸
湾
交
通
と
陸
上
交
通
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
江

戸
湾
に
お
け
る
人
員
輸
送
と
幕
府
交
通
政
策
と
が
大
き
く
矛
盾
す
る
の
は
関
所

の

通
過
に
関
し
て
で
あ
る
。

　
江
戸
ー
房
総
間
の
往
来
の
う
ち
行
徳
船
は
形
式
的
で
は
あ
れ
、
中
川
番
所
に

お

い
て

取
調
べ
を
う
け
る
が
、
他
の
渡
海
船
は
小
岩
・
市
川
の
関
所
を
無
視
し

て

運
航
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

　
文
化
四
年
陸
上
交
通
と
海
上
交
通
の
矛
盾
を
突
い
た
よ
う
な
犯
罪
が
生
じ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

幕
府
は
こ
れ
に
つ
い
て
の
一
定
の
見
解
を
示
す
必
要
に
迫
ら
れ
た
。

　
事
件
は
下
総
無
宿
平
蔵
が
引
き
起
こ
し
た
も
の
で
、
平
蔵
は
江
戸
浅
草
山
谷

町

七
左
衛

門
伜
富
五
郎
の
女
房
い
く
を
無
理
矢
理
連
れ
去
っ
て
し
ま
っ
た
。
江

戸
表
を
俳
徊
す
る
の
は
危
険
と
み
た
平
蔵
は
い
く
を
連
れ
て
上
総
辺
り
の
知
人

宅
へ
逃
亡
し
よ
う
と
計
画
し
た
。

　

し
か
し
江
戸
ー
上
総
間
は
関
所
が
あ
る
た
め
、
築
地
辺
り
よ
り
漁
船
に
乗

り
、
木
更
津
辺
り
に
上
陸
し
て
い
る
。
明
ら
か
に
関
所
を
除
け
て
通
行
し
よ
う

と
す
る
意
志
が
あ
っ
た
わ
け
で
、
関
所
を
避
け
た
罪
は
周
知
の
ご
と
く
極
刑
に

処
せ

ら
れ
、
時
に
よ
っ
て
は
死
後
刑
も
摘
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ

の

事
件
に
関
連
し
て
江
戸
⊥
房
総
間
の
渡
海
に
つ
い
て
調
査
し
た
と
こ

ろ
、
安
房
・
上
総
辺
り
よ
り
築
地
鉄
砲
洲
辺
り
へ
入
津
す
る
船
は
毎
日
の
こ
と

で

あ
り
、
こ
れ
ら
の
船
に
婦
女
子
を
乗
せ
る
こ
と
を
禁
ず
る
法
令
や
、
鉄
砲
洲

辺

り
の
舟
問
屋
に
宛
て
た
申
渡
も
出
さ
れ
て
い
な
い
。

　
実
情

と
し
て
は
安
房
・
上
総
の
婦
女
子
は
江
戸
往
復
に
際
し
て
は
す
べ
て
こ

の

船
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
こ

の
た

め

評
定

所
に
お
け
る
評
議
は
平
蔵
に
関
所
破
り
を
摘
用
す
る
か
ど
う

か
が

問
題
の
中
心
と
な
り
、
次
に
述
べ
る
よ
う
に
従
来
江
戸
ー
房
総
間
を
往
復

し
て
い
た
婦
女
子
を
救
済
す
る
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
。

　
評
議
に

お

け
る
結
果
は
「
平
蔵
儀
、
御
関
所
よ
り
里
数
隔
り
候
海
岸
よ
り
乗

船
、
上
総
辺
え
渡
海
い
た
し
候
儀
に
付
、
御
関
所
近
辺
、
忍
ひ
通
り
候
二
は
無

之
」
と
、
何
と
も
苦
し
い
結
論
を
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
町
奉
行
荒
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尾
但

馬
守
が
御
留
守
居
へ
問
合
せ
た
と
こ
ろ
、
海
上
は
関
所
の
持
場
で
は
無

く
、
女
通
船
の
こ
と
は
取
扱
っ
て
い
な
い
と
い
う
解
答
を
得
て
い
る
。
さ
ら
に

婦
女
子
の
渡
海
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
評
議
を
し
て
い
る
。

　

…
…
一
躰
是
迄
、
海
上
女
通
船
、
難
成
趣
之
御
規
定
も
無
之
故
、
下
賎
之
も

　
の

共
は
、
船
二
て
安
房
・
上
総
辺
之
女
を
連
参
候
儀
、
不
苦
哉
二
心
得
居
候

　
こ
も
粗
相
聞
候
、
然
ル
を
、
漁
船
二
女
を
乗
セ
渡
海
い
た
し
候
連
、
重
御
仕

　
置
二
成
候
は
、
不
穏
、
勿
論
、
女
渡
海
之
儀
、
厳
重
二
御
制
禁
有
之
候
と

　
も
、
場
広
之
儀
二
付
、
法
を
犯
し
候
も
の
多
く
出
来
申
間
敷
と
も
難
申
、
左

　
候
得

は
、
厳
科
二
被
行
候
も
の
多
く
相
成
可
申
、
且
は
御
府
内
近
国
に
て
日

　
々

諸

色
運
送
も
有
之
場
所
、
通
船
之
儀
、
厳
重
改
等
有
之
候
ハ
」
、
品
〉
差

　
支
出
来
可
申
哉
も
難
計
…
…

　
ま
ず
評
議
に
お
い
て
通
船
利
用
者
を
「
下
賎
之
も
の
」
と
規
定
し
、
暗
に
大

名
等
の
婦
女
子
で
は
な
い
と
灰
め
か
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
婦
女
子
の
渡
海
を
禁
止
し
た
と
し
て
も
、
海
上
と
い
う
広
い
場
所
で

あ
る
か
ら
、
法
を
犯
す
者
も
多
く
な
り
、
厳
科
に
処
せ
ら
れ
る
者
が
多
く
出
る

で

あ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
あ
く
ま
で
も
禁
止
令
を
出
し
た
場
合

と
い
う
こ
と
で
、
従
来
渡
海
し
て
い
た
婦
女
子
に
つ
い
て
は
一
切
触
れ
て
い
な

い

し
、
禁
令
及
び
渡
海
船
の
厳
重
な
改
め
を
す
れ
ば
、
流
通
機
構
が
混
乱
し
、

生
活
物
資
に
影
響
が
出
る
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　
以
上
の

こ
と
か
ら
、
評
議
に
お
い
て
は
平
蔵
の
吟
味
書
に
「
御
関
所
有
之
、

狸
二
女
連
参
り
候
儀
、
相
成
間
敷
と
は
無
之
」
と
あ
る
こ
と
、
上
総
に
は
知
人

も
お
り
、
た
ま
た
ま
築
地
に
漁
船
が
着
岸
し
て
い
た
た
め
こ
れ
を
利
用
し
た
こ

と
な
ど
か
ら
、
平
蔵
は
関
所
破
り
の
刑
は
免
れ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　
房
総
半
島
及
び
三
浦
半
島
に
お
け
る
渡
海
船
を
、
旅
客
の
輸
送
を
中
心
と
し

て

述
べ
て
き
た
が
、
両
地
域
に
お
け
る
渡
海
船
の
形
態
を
ま
と
め
て
み
る
と
、

お

よ
そ
次
の
三
種
類
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
θ
房
総
半
島
及
び
三
浦
半
島
の
対
岸
を
結
ぶ
渡
海
船
。

　
⇔
房
総
半
島
内
、
三
浦
半
島
内
を
結
ぶ
渡
海
船
。

　
⇔
両
地
域
か
ら
江
戸
方
面
に
対
す
る
渡
海
船
。

　
こ

れ

ら
渡
海
船
の
中
で
も
最
も
規
模
が
大
き
か
っ
た
の
が
木
更
津
船
で
あ

り
、
木
更
津
船
の
ご
と
く
旅
客
の
輸
送
を
公
認
さ
れ
た
渡
海
船
は
別
と
し
て
、

そ
の
大
半
は
慣
行
と
し
て
旅
客
の
輸
送
に
あ
た
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

　
旅
客
の
輸
送
は
陸
上
交
通
と
競
合
、
矛
盾
を
生
じ
る
も
の
で
あ
る
が
、
さ
き

に

分
類

し
た
三
形
態
の
う
ち
、
日
・
⇔
の
場
合
は
と
り
あ
え
ず
陸
上
交
通
の
利

害
と
対
立
す
る
こ
と
は
余
り
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
房
総
・
三
浦
半
島

を
走
る
脇
往
還
の
継
場
は
交
通
都
市
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
が
少
か
っ
た
こ

と
、
陸
上
交
通
に
よ
る
収
益
が
村
民
生
活
を
支
え
て
い
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
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近世における江戸湾交通について

そ
の
継
場
自
体
が
渡
海
船
を
経
営
し
て
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

　
こ

れ
に

対
し
、
江
戸
に
向
け
て
の
渡
海
船
は
特
に
三
浦
半
島
の
場
合
、
東
海

道
の

宿
駅
と
直
接
利
害
関
係
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
形
態
が
ど
う
で
あ
れ
、
ほ
と
ん
ど
の
渡
海
船
が
関
所
、
特
に
小
岩
・

市
川
の
関
所
を
無
視
し
て
旅
客
を
輸
送
し
た
の
で
あ
り
、
幕
府
は
既
に
発
達
し

た

交
通
組
織
を
是
正
し
て
こ
の
矛
盾
を
解
決
す
る
こ
と
は
不
可
能
に
な
っ
て
い

た

の

で
あ
る
。

　

こ
の
た
め
木
更
津
船
に
お
い
て
も
述
べ
た
ご
と
く
、
渡
海
船
は
犯
罪
者
の
逃

亡
手
段

と
し
て
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
、
こ
う
し
た
観
点
か
ら
幕

末
期
に
お

け
る
村
落
の
治
安
を
み
る
必
要
も
あ
ろ
う
。

τ？写τ丁註
）））））

年
代
が

　
か
ら
、

　
っ
て
し
ま
う
。

　
あ
り
、

　
書
は
後
年
の
編
纂
に
か
か
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

　
の
で
あ
ろ
う
。

（
6
）
　
『
千
葉
県
史
料
近
世
篇
上
総
国
下
』
所
収
4
4
号
史
料

（
7
）
　
同
右
　
3
8
号
史
料

君
津
郡
教
育
会
編
『
君
津
郡
誌
上
』

木
更
津
市
史
編
集
委
員
会
編
『
木
更
津
市
史
』

千
葉
県
史
編
纂
審
議
会
編
『
千
葉
県
史
料
近
世
篇
上
総
国
下
』
千
葉
県
刊

国
立
国
会
図
書
館
蔵
旧
幕
引
継
書
『
木
更
津
河
岸
旧
記
』

『
木
更
津
河
岸
旧
記
』
①
に
よ
る
と
、
舟
町
が
木
更
津
船
の
着
岸
を
拒
否
し
た

　

「
八
拾
三
年
已
前
」
と
な
っ
て
い
る
。
①
の
作
成
年
代
は
元
禄
六
年
で
あ
る

　
こ

れ

を
も
と
に
逆
算
す
る
と
、
慶
長
年
間
と
な
り
、
木
更
津
船
成
立
前
と
な

　
　
　
　
と
こ
ろ
が
こ
の
文
の
数
行
あ
と
に
「
五
拾
年
以
前
元
禄
六
酉
年
」
と

　
こ

れ

を
も
と
に
八
三
年
以
前
を
逆
算
す
る
と
万
治
三
年
と
な
る
。
恐
ら
く
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
号
を
筆
写
の
段
階
で
間
違
え
た

（
8
）
　
同
右
　
4
0
号
史
料

（
9
）
　
同
右
　
4
2
号
史
料
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脳

（
1
0
）
　
神
奈
川
県
企
画
調
査
部
県
史
編
集
室
編
『
神
奈
川
県
史
資
料
編
九
近
世
六
』
所

　
収
鍋
号
資
料

　15

）

　　　　　　　　　　

14　13　12　11
）　　）　　）　　）

『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
久
良
岐
郡
之
二
』
（
『
大
日
本
地
誌
大
系
十
巻
』
所
収
）

『
神
奈
川
県
史
資
料
編
九
近
世
六
』
所
収
捌
号
資
料

同
右
　
捌
号
資
料

同
右
　
訊
号
史
料

児
玉
幸
多
校
訂
『
五
街
道
取
締
書
物
類
寄
拾
三
之
帳
』
（
『
近
世
交
通
史
料
集

　
上
』
所
収
）

（
1
6
）
　
児
玉
幸
多
編
『
近
世
交
通
史
料
集
幕
府
法
令
下
』
所
収
職
号
史
料

（
1
7
）
　
保
土
ケ
谷
区
郷
土
史
刊
行
委
員
部
編
『
保
土
ケ
谷
区
郷
土
史
上
巻
』

（
1
8
）
　
同
右
　
原
文
の
引
用
は
な
く
、
禁
令
が
出
さ
れ
た
こ
と
の
み
が
記
載
さ
れ
て
い

　
る
。

（
1
9
）
　
国
立
国
会
図
書
館
蔵
旧
幕
引
継
書
『
類
集
撰
要
二
九
』

（
2
0
）
　
『
保
土
ケ
谷
区
郷
土
史
上
巻
』

（
2
1
）
　
石
井
良
助
編
『
御
仕
置
例
類
集
第
五
冊
』
所
収
6
5
号
史
料

　
※
拙
稿
印
刷
中
安
池
尋
幸
氏
に
よ
り
「
中
世
・
近
世
に
お
け
る
江
戸
内
海
渡
船
の
展

　
　
開
」
『
神
奈
川
県
史
研
究
4
9
』
所
収
）
が
発
表
さ
れ
た
。
安
池
氏
の
論
文
は
野
島

　
　
ー
富
津
の
渡
海
船
に
つ
い
て
の
論
文
で
、
大
山
参
詣
と
の
関
係
及
び
通
行
手
形
な

　
　
ど
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
　
歴
史
研
究
部
）


